
尊
宴

前
部
痔
蒔
誹
師
部
酎
∴
珊
耕

閏
蜜
導
峰
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○
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叫
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〇
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∴
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.
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〇
〇
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〇
〇
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澄
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ヽ
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〉
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ヾ
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モ
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○
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○
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〇
〇
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○
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〇
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○
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竃
呉
乾
板
ノ
製
邁
工
業
二
親
テ

我
国
ノ
篤
違
界
デ
給
費
方
面
ハ
蹄
形
法
、
即
覇
製
作
チ
始
メ
其
他
歴
周
技
術
等
、
皆
先
進
図
二
比
べ
テ
今
ヤ
少

シ
ノ
遜
色
モ
ナ
ィ
、
是
等
ハ
墜
術
的
智
識
卜
英
二
我
国
民
特
有
ノ
工
嬰
的
技
価
ガ
之
二
加
ハ
ッ
チ
護
蓮
シ
タ
ノ
デ

ァ
ル
。
一
万
第
眞
二
必
要
ナ
諸
材
料
ノ
生
産
方
面
ハ
寓
典
籍
、
附
属
品
、
薬
品
等
ブ
作
ル
轟
ハ
先
覚
着
ガ
既
二
相

常
ノ
完
成
ブ
皆
ゲ
、
遽
感
光
乳
剤
應
用
ノ
印
薄
紙
モ
近
郊
著
シ
イ
護
蓮
ノ
途
ニ
ア
ル
ガ
篤
眞
ノ
根
本
デ
ア
ル
遽
感

光
乳
剤
膣
周
ノ
乾
板
製
避
ハ
研
究
ハ
各
所
デ
行
ハ
レ
テ
居
ル
ガ
、
商
品
ト
シ
テ
ハ
調
子
ト
・
カ
、
肉
乗
り
ト
カ
ノ
エ

襲
債
値
及
感
光
盛
典
他
ノ
規
格
的
條
件
ガ
ア
ツ
テ
聾
際
的
経
験
及
壁
冤
的
手
腕
集
備
ノ
技
術
者
二
依
ラ
ネ
バ
完
成

ガ
困
難
デ
ア
ル
、
現
在
之
チ
商
品
ト
ン
テ
工
業
的
二
製
造
シ
テ
居
ル
ノ
ハ
独
り
衆
評
乾
板
ノ
工
場
ノ
・
÷
デ
ア
ル
。

最
モ
従
来
薮
ヶ
所
デ
製
避
ブ
試
・
三
フ
レ
ク
ガ
何
レ
モ
完
成
セ
ズ
ニ
中
絶
シ
テ
居
ル
。
粟
津
乾
板
ハ
大
正
八
年
創
業

以
来
今
日
ノ
如
ク
完
成
シ
タ
乾
板
チ
市
場
二
供
給
ス
ル
二
重
ツ
タ
遥
ノ
苦
心
ハ
中
々
想
像
ノ
及
バ
ヌ
灘
二
滴
チ
テ

居
ル
。
何
種
ノ
工
業
デ
モ
第
一
番
ノ
完
成
者
ハ
常
二
多
大
ノ
犠
牲
チ
靭
フ
モ
ノ
デ
資
本
家
モ
、
経
営
者
モ
、
技
術

蕃
モ
壊
月
卜
経
費
卜
辛
労
ト
ニ
謝
シ
テ
ハ
計
上
シ
難
イ
値
チ
費
シ
テ
居
ル
。
得
夕
所
ノ
モ
ノ
ハ
斯
業
基
礎
確
立
ノ

薯
ビ
、
貴
重
ナ
経
験
ノ
誇
り
デ
ア
ル
。
粟
津
乾
板
ノ
同
人
ハ
総
テ
給
費
藷
二
部
シ
テ
責
任
ノ
重
大
ブ
自
覚
シ
純
誠



ナ
ル
精
細
チ
以
テ
努
力
シ
囲
家
慶
業
ノ
タ
メ
今
後
益
々
高
級
品
ノ
製
出
二
滴
進
シ
テ
居
ル
。
乾
板
工
業
ハ
璽
要
/

モ
ノ
デ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
進
歩
ガ
遅
レ
タ
ノ
ハ
、
今
迄
各
穏
化
聾
工
業
ノ
完
成
二
多
忙
デ
ア
ッ
ク
我
国
ハ
纂
異
工
業
ノ

一
部
デ
然
モ
至
難
ノ
本
工
業
ハ
願
ル
ニ
蝦
モ
ナ
ク
、
叉
一
般
ガ
菱
餅
約
二
我
園
乾
板
製
造
二
適
セ
ヌ
轟
チ
櫛
シ
熱

誠
ナ
ル
若
手
看
ガ
出
ナ
カ
ツ
タ
轟
ナ
ド
モ
其
主
因
下
風
ハ
レ
ル
。
今
日
乾
板
ハ
軽
輩
上
ハ
勿
論
和
食
百
般
二
・
捗
り

必
需
品
ト
ナ
リ
浴
費
南
激
増
シ
タ
ガ
総
テ
ラ
輸
入
二
伸
グ
有
様
ナ
ノ
デ
、
園
靂
振
興
、
自
給
ノ
必
要
ヲ
常
人
痛
切

二
感
ジ
テ
居
ル
。
乾
板
工
業
ノ
過
去
ハ
投
資
南
ハ
錬
り
多
ク
ナ
ィ
、
総
テ
ノ
工
場
ゞ
試
験
所
ヲ
合
セ
デ
モ
百
韓
圃

ニ
ハ
進
カ
ニ
蓮
シ
テ
属
ラ
メ
、
墜
識
及
経
験
深
キ
技
術
藷
モ
少
ク
、
有
カ
ナ
ル
轟
業
家
ノ
関
係
・
ス
ル
モ
ノ
叉
稀
デ

ブ
ツ
タ
ガ
、
今
田
以
後
ハ
絶
賛
ナ
ル
産
業
ノ
一
ト
シ
テ
轟
々
護
展
ノ
域
二
遵
シ
魔
大
ナ
ル
覇
途
ヲ
認
ム
ル
ニ
到
ツ
・

タ
。
斯
業
護
蓮
ノ
刺
蟻
チ
受
ナ
チ
現
在
デ
ハ
内
地
デ
製
作
不
可
能
ノ
原
料
タ
ル
べ
キ
猶
予
薄
板
、
篤
奥
州
ゼ
ラ
チ

ン
、
締
料
諸
薬
品
等
モ
順
次
二
国
産
品
ト
シ
テ
興
亜
サ
レ
行
ク
運
命
エ
ア
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
レ
ル
。
製
造
者
ガ
既
二

輪
入
乾
板
卜
同
等
若
ク
ハ
以
上
ノ
品
質
ノ
モ
ノ
チ
提
供
シ
タ
今
日
以
後
ハ
需
要
者
モ
閻
魔
ノ
眞
債
ヲ
了
解
シ
輸
入

品
ニ
.
心
酔
ノ
慣
習
ヲ
去
り
園
家
的
立
場
ヨ
リ
シ
テ
モ
之
ブ
使
・
川
シ
テ
製
霧
二
有
形
無
形
ノ
膣
鬱
ヲ
輿
へ
ネ
バ
ナ

ラ
メ
、
両
者
梱
呼
應
シ
テ
我
囲
ノ
タ
メ
乾
板
工
業
ノ
地
位
三
間
ム
ル
韓
ノ
最
大
必
要
ヲ
絶
叫
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。

(
第
一
回
明
治
節
常
田
細
管
参
辞
去
終
り
大
帝
ノ
御
偉
業
チ
恩
ヒ
ツ
、
認
ム
)

ト
上
し
し
議
〇
五
五
l
l
l
i
泉
亨
董
.
巨
小
甘
い
ツ
重
い

董
重
く
録
教
書
〇
一
l
!
董

り

し
ー
「
五
十
i
了
リ
ー
ー
士
官
鴫
小
暮
山
九
揺
撮
鰻
重
〇
〇
㌦
す
い
‖
y
●
r
白
け
i

青

乾
板
の
感
光
慶
γ
」
典
の
測
定
法
の
話

乾
板
感
光
度
の
測
定
法
は
昔
か
ら
色
々
と
研
究
を
重
ね
ら
れ
種
々
な
方
法
が
護
表
せ
ら
れ
・
て
居
り
ま
す
。
共
の

申
現
在
蜜
用
に
供
せ
ら
れ
て
一
る
の
ほ
ほ
ん
の
数
種
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

一
方
共
が
川
ひ
ら
れ
る
範
囲
も
各
園
(
巽
濁
)
と
も
自
園
墜
者
の
護
表
せ
る
も
の
を
採
用
固
執
す
る
の
傾
向
が
あ
り

今
日
甜
園
に
輸
入
さ
れ
る
商
品
は
概
ね
斑
&
砂
法
で
表
示
さ
れ
て
居
る
様
で
す
。

兜
づ
測
定
法
の
種
類
か
ら
申
し
ま
す
と
英
園
で
は
臨
&
D
法
、
ワ
ッ
ト
キ
ン
ス
法
で
一
般
に
駐
&
D
が
周
ひ
ら
れ

猫
園
で
は
シ
ャ
イ
ネ
ル
法
、
ヱ
ダ
ー
へ
ヒ
ト
法
、
ウ
ル
ネ
ル
ケ
法
で
す
、
就
中
シ
ャ
イ
ネ
ル
法
が
普
偏
的
で
最
近

エ
ー
ダ
ー
へ
ヒ
ト
法
が
非
常
に
膣
周
の
範
囲
を
贋
あ
ら
れ
て
ま
す
。

今
測
定
の
手
段
を
太
刺
し
ま
す
と
次
の
ニ
ッ
に
な
り
ま
す

(
三

光
の
強
さ
、
距
離
を
二
定
に
し
て
乾
板
を
÷
部
分
づ
ゝ
興
っ
た
暗
闇
に
露
出
す
る
方
法
で
瑠
偉
勘
法
:
シ

(
ヤ
イ
・
ネ
ル
法
が
亜
種
に
威
し
ま
す
。

.

(
二
)

露
出
の
距
離
時
間
を
「
足
し
て
乾
板
・
の
÷
部
分
づ
ゝ
興
っ
た
光
度
の
光
に
露
出
す
る
法
で
エ
ー
ダ
ー
、
へ



5
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ヒ
ト
法
、
ウ
ル
ネ
ル
ケ
法
が
雌
の
種
類
で
す
。

(
.
一
)
の
方
法
は
柚
常
煩
し
き
道
具
立
が
必
要
で
す
が
(
二
)
の
場
合
は
比
較
的
簡
単
な
特
徴
を
持
て
居
り
ま
す
。

一
体
感
光
度
と
云
ふ
物
は
走
っ
た
単
位
が
細
い
の
で
厳
密
な
表
し
方
や
興
っ
た
方
法
で
出
し
た
度
数
の
比
較
な
ど

は
到
底
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

各
方
式
は
博
な
異
つ
・
た
光
源
を
周
ひ
、
暫
&
D
で
は
蝋
燭
を
、
シ
ャ
イ
ネ
ル
は
ベ
ン
ジ
ン
燈
、
エ
ー
ダ
ー
ヘ
ビ
ト

で
は
ァ
ミ
ル
、
ア
セ
テ
ー
ト
燈
か
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
使
用
し
て
居
り
ま
す
、
で
あ
り
ま
す
か
ら
丁
度
電
燈
と
ラ
ン

プ
の
色
が
興
る
と
同
様
に
右
に
例
示
し
た
様
な
光
源
は
例
へ
燭
光
を
同
じ
に
し
て
も
塔
放
出
す
る
光
の
色
合
が
興

り
ま
す
か
ら
乾
板
に
は
非
常
に
輿
た
作
用
を
呈
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
聾
者
に
云
は
ぜ
る
と
光
の
出
す
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
(
分
光
器
)
が
興
る
と
云
い
ま
す
、
其
の
薦
め
に
イ
ー
ス
ト
マ
ン
研
究
室
で
は
太
陽
光
に
近
い
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

を
得
ろ
篤
め
ア
セ
チ
レ
ン
燈
に
撼
光
枝
を
併
用
す
る
な
ど
ゝ
菩
心
し
て
居
り
ま
す
。

更
に
各
測
定
法
は
光
源
の
色
合
に
依
る
誤
墓
を
含
む
外
結
果
の
判
読
法
に
伐
て
次
の
二
つ
の
場
合
を
生
じ
ま
す
。

(
一
)

或
る
走
っ
た
黒
さ
(
濃
度
或
は
肉
乗
)
を
生
せ
し
む
ろ
に
要
す
る
光
量
を
読
む
方
法
で
臨
&
D
法
は
此
の
例

で
す
。

(
二
)
肉
眼
で
判
別
し
得
る
最
小
限
度
の
濃
度
を
得
る
に
要
す
る
光
量
を
読
む
法
、
シ
ャ
イ
ネ
ル
、
干
ダ
ー
ヘ

ビ
ト
ー
ウ
ル
ネ
ル
ケ
な
ど
は
此
の
適
例
で
め
り
ま
す
。

.

-

濃
度
百

番

図
一 第

(
一
)
(
二
)
の
方
法
は
ー
見
獲
り
な
い
榛
で
す
が
其
の
根
本
に
於
て
興
る
の
で

あ
り
ま
し
て
共
は
乾
板
に
光
を
常
て
ま
す
と
光
量
に
依
っ
て
肉
乗
の
度
合
が

直
線
的
に
進
ま
ず
緩
慢
な
S
字
型
を
作
る
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
第
-
固
A
よ
り
ま
D
で
露
光
の
増
加
に
経
て
上
の
曲
線
の
如
く
濃
度
を

露

璃
す
の
で
あ
り
ま
す
。

・
し

A
B
は
露
出
不
足
の
部
分
で
O
勘
は
過
度
の
部
分
で
す
B
O
の
直
線
部
は
露

出
適
度
の
場
所
で
濃
度
は
暗
に
露
出
に
比
例
す
る
の
で
す
。
薗
&
D
法
で
は

B
O
直
線
上
の
濃
度
が
問
題
に
な
る
の
で
し
て
:
シ
ャ
イ
ネ
ル
法
で
は
A
B
の
A
端
を
績
む
の
で
す
。

O
B
間
で
は
濃
度
が
露
出
に
比
例
す
る
か
ら
問
題
は
有
り
ま
せ
ん
が
A
B
間
で
は
露
出
の
増
加
が
甚
だ
し
く
濃
度

に
影
響
せ
ず
B
O
間
の
P
瓢
に
於
げ
ろ
濃
度
を
輿
へ
る
露
出
か
ら
A
端
に
於
る
濃
度
を
輿
へ
る
露
出
を
算
出
す
る

事
の
出
来
ぬ
立
場
に
な
り
A
艶
の
濃
度
と
苫
難
の
興
と
は
非
常
に
興
っ
た
性
質
を
持
て
ろ
講
で
す
か
ら
P
難
を
呼



「

扱
ふ
臨
&
勘
法
と
A
鮒
を
周
ふ
る
シ
ャ
イ
ネ
ル
法
と
は
嘆
の
光
源
の
興
る
艶
は
別
問
題
と
し
・
て
ま
全
々
興
る
表
示

法
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
一
般
為
貴
家
は
露
出
を
B
C
に
合
せ
る
軍
に
腐
心
し
、
営
業
家
は
A
蛭
間
を
多
く
周
る
様
で
す
か
ら
前
者

に
は
寛
&
D
法
、
後
者
に
は
シ
ャ
イ
ネ
ル
法
が
梱
應
し
い
様
な
気
が
し
ま
す
。
・

だ
が
初
め
か
ら
の
定
め
様
で
何
れ
の
手
段
が
良
い
か
韓
い
か
は
蘭
越
に
無
ら
な
い
と
思
ふ
・
(
勿
論
蒲
確
度
と
か
測

定
操
作
の
雛
易
は
別
と
し
て
)

以
上
く
だ
!
ト
し
く
説
明
し
た
様
に
感
光
度
測
定
法
に
は
手
段
と
結
果
の
判
読
方
に
伐
て
色
々
と
興
っ
た
感
光
度

表
示
法
が
出
来
ま
す
。
経
て
斑
&
陣
と
シ
ャ
・
イ
ナ
ネ
ル
法
と
か
ユ
ー
ダ
ヘ
ビ
ト
法
と
か
を
比
較
換
算
す
る
軍
は
一

寸
劇
薬
の
様
に
思
ば
れ
ま
す
。

以
上
述
べ
た
様
な
関
係
で
シ
ャ
イ
ネ
ル
度
数
の
相
等
し
い
興
る
二
穂
の
乾
板
で
も
此
を
醇
&
勘
で
表
し
ま
す
と
異

だ
度
数
で
示
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
‥

・
∵

左
に
掲
げ
ま
し
た
比
較
表
は
壁
際
上
は
略
は
晴
し
い
と
思
は
れ
る
も
の
を
載
せ
ま
し
た
か
ら
御
参
考
下
さ
い
。

然
し
絶
謝
的
の
も
の
で
無
い
も
の
で
す
か
ら
附
言
し
て
置
き
ま
す
。

国
格
調
確

葦
は
ロ
ト

7
●○○

測
定
法
の
聾
際
の
諭
明

各
測
定
法
の
申
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
班
&
D
法
、
シ
ャ
イ
ネ
ル
港
、
エ
ー
ダ
ー
へ
ヒ
ト
法
の
三
を
撰
び
聾
際

の
測
定
方
法
を
簡
単
に
説
明
し
榛
と
思
ま
す
。

(
一
)

臨
箪
勘
湛
二

〇

固
示
す
る
様
な
圃
輔
板
が
あ
り
、
刻
九
段
を
有
し
開
き
は
順
次
に
隼
減
さ
れ
る
様
に
.
な
っ
て
ま
す
。



§

第
三
国

固
轄
被
の
後
に
被

験
乾
板
を
置
き
乾

板
面
よ
り
一
米
の

距
離
に
一
燭
光
の

蝋
燭
を
置
き
八
〇

秒
の
露
出
を
行
い

輯
&
D
襲
撃
現
像

液
に
て
現
像
し
乾

燥
後
各
段
の
濃
度

を
謹
み
、
典
の
数

値
を
第
三
国
の
如

き
表
に
記
入
し
、

高
藤
部
を
延
長
し
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て
横
軸
と
の
交
離
主
を
求
め
ま
す
。
(
第
一
固
参
照
)

第
三
国
で
御
覧
の
通
。
主
菜
燭
光
で
表
ば
れ
て
居
。
ま
す
か
ら
其
の
数
値
を
例
へ
は
〇
二
七
ま
す
と
思

D
の
度
数
は
此
に
て
三
四
を
割
つ
…
四
〇
度
と
な
る
「
の
で
あ
り
ま
す
。

謹
、
興
味
の
有
る
方
だ
け
績
ん
で
下
さ
い
。
.

前
に
御
話
し
た
忘
を
イ
ナ
ー
シ
ャ
と
云
ひ
毒
し
て
ハ
1
十
ク
ー
と
ド
リ
ブ
イ
葦
の
研
究
に
依
。
ま
す
と
損
の
.
丁

鞘
は
現
像
の
温
度
・
時
間
に
閲
せ
ず
常
に
一
定
し
て
る
と
の
雫
す
。
警
し
ま
す
と
比
の
藻
は
何
本
引
下
も

-

図 四 第

一
瓢
主
に
変
る
の
で
一
つ
の
乾
板
に
鞠
し
て
は
鴬
/
走
っ
た
王
灘
を
持
っ
て
る

と
云
ふ
の
で
す
。

然
し
窪
イ
ー
ス
ト
マ
ン
研
究
所
の
一
丁
ツ
氏
は
此
の
諭
を
多
少
請
書
る
撃

静
を
稜
表
し
て
居
り
す
。

今
A
・
B
二
つ
の
乾
板
を
比
較
す
る
時
・
拘
・
請
の
二
親
を
得
に
と
し
て
・
誓

i
 
b
よ
り
平
行
線
を
引
き
同
濃
度
の
陣
・
勘
難
を
採
れ
ば
昌
b
雷
雨
揺
=
e
薯
三
宝
a

と
な
り
!
1
灘
を
知
っ
て
感
光
度
を
比
較
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。



0
‥

中
書
葛
…

即
ち
或
濃
度
鳶
躍
る
に
要
苫
光
量
の
比
較
が
出
来
る
講
で
す

(
二
)

シ
ャ
イ
ネ
ル
法
∴
∴
∴
1
・
ノ

.

-

国
の
様
な
回
輔
板
の
後
で
露
出
す
る
の
は
思
D
警
固
言
す

が
刻
が
≡
段
あ
。
、
刻
の
開
き
は
互
に
い
‥
L
∞
吋
の
比
・
に
な
っ
て

居
り
ま
す
。

)

:

光
源
は
桑
の
優
に
シ
ャ
イ
ナ
ル
欄
表
嘩
ペ
ン
字
燈
を
轟
き
一

分
間
露
出
し
嘲
像
、
定
常
・
乾
燥
後
・
感
光
せ
る
段
数
を
読
み
一

八
段
ま
で
現
像
さ
れ
た
な
ら
ば
シ
ャ
イ
ネ
ル
の
・
-
八
度
三
言
ま

雌
の
場
合
現
像
の
型
式
は
可
成
結
果
に
影
響
す
る
も
の
で
し
て
エ

ー
ダ
ー
氏
は
表
準
穆
酸
餓
現
像
液
を
用
ひ
騎
馬
一
八
度
で
現
像
す

`

る
様
に
勧
め
て
ま
す
。

二ノ図五第

(
三
}
エ
ー
ダ
ー
、
へ
・
ヒ
ト
凄

エ
ー
.
ダ
ー
、
ヘ
ビ
ト
感
光
計

と
云
ふ
手
札
板
大
の
ガ
ラ
ス

板
に
或
踵
の
黒
色
顔
料
を
使

用
し
一
端
か
ら
次
第
に
濃
度

を
増
す
榛
に
興
ら
れ
其
の
係

数
は
〇
.
き
ト
と
定
て
居
り
ま
す

丁
度
濃
淡
が
契
型
を
な
し
て
る
の
㌔
轟
蓑
㌶
三
千
居
り
ま
す
。

此
環
と
被
乾
板
轟
豊
里
米
の
距
離
か
ら
藷
T
ァ
、
∴
ァ
セ
デ
ー
ト
、
ラ
ン
プ
叉
は
霊
の
マ
グ
ネ
シ
雷

に
露
光
す
る
の
垂
す
。
光
葵
に
は
目
盛
が
刻
ん
で
有
り
囁
癌
乾
板
上
に
現
ば
れ
る
の
で
直
ち
に
感
光
度
を
求
む
る

草
書
藁
る
の
で
す
。

〆

.

該
感
光
計
の
便
利
な
難
は
光
嚢
中
に
赤
、
賞
、
線
、
華
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
袈
著
し
て
有
る
篤
め
何
時
に
感
色
度

を
測
定
し
得
か
構
造
に
な
っ
て
屠
り
ま
す
。
‥



圃 六 第

第
六
園
は
エ
ー
ダ
ー
へ
ヒ
ト
と
間
際
理
に
成
る
チ
ヤ

ブ
マ
ン
、
ヂ
オ
〕
ス
の
感
光
計
垂
→
・
長
塩
ま
で
順

次
濃
度
が
埼
す
様
に
地
球
て
居
り
ま
す
。

.

.
以
上
御
嵩
し
ま
‡
様
虻
撼
光
度
の
表
じ
方
に
程
々

有
り
ま
す
が
薔
D
法
が
春
一
般
的
の
様
な
霜
が

し
ま
す
。

共
は
蕾
D
三
百
度
の
乾
板
か
・
ら
六
百
度
の
乾
板
に

乗
換
へ
た
時
露
光
は
隼
減
す
れ
ば
良
い
の
で
す
ず
シ

ャ
ィ
ネ
ル
一
七
度
の
乾
板
望
一
〇
度
に
換
・
へ
た
時
に

露
光
を
年
波
す
る
軍
は
舌
頭
に
ピ
ン
ト
衆
な
い
様

な
気
が
し
ま
す
。
エ
ー
ダ
ー
へ
ヒ
ト
法
で
も
同
様
度

数
が
幾
何
級
数
的
に
進
み
ま
す
か
ら
同
じ
映
灘
が
有

り
ま
す
街
此
の
比
較
は
前
掲
の
表
を
御
参
爛
下
さ
函

13
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既
製
乾
板
の
感
光
度

大
抵
の
乾
板
は
表
装
面
に
壇
詑
D
と
か
シ
ャ
イ
ネ
ル
の
何
度
と
云
ふ
様
な
数
字
が
刷
込
で
あ
り
ま
す
。
御
丁
寧
な

の
に
な
る
と
輯
&
D
と
シ
ャ
イ
ネ
ル
の
両
方
で
表
し
た
の
が
有
ま
す
。

皮
肉
な
の
は
米
国
製
乾
板
で
イ
ー
ス
ト
マ
ン
を
親
方
と
し
て
感
光
度
を
諦
大
し
た
物
は
殆
ど
無
く
、
比
は
決
し
て

責
任
を
回
避
し
て
る
で
は
な
く
乾
板
の
名
と
】
諸
に
調
子
も
感
光
度
も
引
包
る
め
て
使
用
者
の
頭
へ
刻
附
け
様
と

す
る
大
き
な
所
を
示
し
た
一
端
か
も
知
れ
ぬ
が
、
悪
く
言
へ
ぼ
ご
ま
の
き
く
方
法
か
も
知
れ
ま
ん
。
嘗
て
雌
の
種

の
乾
板
で
非
度
く
感
光
度
の
鈍
っ
た
品
を
手
に
し
た
轟
が
有
り
ま
す
。
一
方
感
光
鹿
討
人
の
乾
板
が
哀
詞
の
勇
し

さ
に
似
も
つ
か
す
甚
だ
鈍
感
な
奴
が
あ
る
狽
逸
、
フ
ラ
ン
ス
物
に
此
の
手
が
多
い
の
で
す
、
然
し
製
造
常
時
は
表

譜
の
塘
格
を
持
て
た
か
も
知
れ
ま
せ
ノ
信

′

!

一

聞
く
嫁
に
債
か
ど
乾
板
、
フ
イ
ル
ム
.
は
生
物
と
同
じ
だ
そ
う
で
盤
に
厄
介
な
奴
で
す
。

乾
板
、
ナ
イ
ル
ん
が
生
物
と
ず
る
と
典
の
感
光
慶
は
努
働
能
力
・
と
、
か
今
年
が
寄
れ
ば
力
も
劣
か
乾
板
討
古
く
な

れ
ば
錦
く
な
る
、
屯
に
道
理
相
も
知
・
れ
な
い
.

然
し
典
ん
な
に
古
く
無
く
と
も
既
・
に
鈍
く
な
っ
た
若
年
寄
棒
の
奴
が
有
か
ら
困
り
ま
す
。
其
う
か
と
思
ふ
と
何
時
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「

も
嬰
轢
た
る
イ
ル
ネ
ー
ド
赤
札
の
榛
な
の
も
あ
り
ま
す
。
乾
板
業
者
の
立
場
よ
り
見
ま
す
と
赤
札
乾
板
種
軽
質
な

品
物
は
な
.
い
と
断
言
し
て
良
と
思
ま
す
。
イ

常
証
に
於
き
ま
し
て
も
豚
に
工
場
の
埼
設
擬
張
を
経
-
り
ま
し
た
、
其
の
新
設
備
中
乳
剤
工
業
の
生
命
と
も
云
ふ
べ

義
轟
離
窮
柴
野
特
種
の
設
計
に
な
り
良
く
不
順
な
本
邦
気
候
に
打
ち
勝
も
の
と
信
じ
ま
す
。

加
ふ
る
に
各
種
斬
新
な
る
測
定
袈
瞳
は
製
品
の
規
格
を
厳
離
し
ま
す
か
ら
品
質
の
レ
ベ
ル
を
輔
が
上
に
も
向
上
さ

せ
諸
彦
の
御
満
足
を
得
ん
も
の
と
努
力
し
つ
1
あ
り
ま
す
。

ヽ
′
ヽ

し
一

●

)
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嗜
男
尊
多
孔
剥
き
嗜
夢
毒
シ
乾
板
の
歴
史

・

練
金
撃
蕃
達
は
「
賢
静
の
有
」
を
探
し
求
め
て
、
数
世
紀
の
長
い
間
種
々
と
頭
を
憾
ま
し
ま
し
た
が
、
こ
の
世

′

の
中
で
は
つ
い
に
そ
ん
な
も
の
に
出
合
す
擬
食
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
し
そ
の
卑
自
撚
科
撃
は
思
ひ
設
け

ぬ
進
歩
を
致
し
ま
し
た
。
櫛
酸
銀
を
作
っ
た
の
も
、
そ
れ
が
光
線
に
あ
た
る
と
黒
饗
ず
る
筆
と
云
毒
欝
を
蔑
見

し
た
の
も
、
十
六
世
紀
の
練
金
撃
蕃
蓮
・
の
仕
事
す
か
ら
雷
典
術
の
源
も
こ
の
時
代
に
あ
る
と
云
合
せ
う
む

十
九
世
紀
の
始
に
ヘ
リ
オ
グ
ラ
フ
イ
ー
が
生
れ
、
ダ
グ
ー
ロ
タ
イ
プ
、
カ
ロ
タ
イ
プ
、
蕊
…
ヂ
オ
ン
等
の
時

代
を
脛
て
今
日
私
達
が
使
っ
て
居
る
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
の
時
代
に
足
を
踏
入
れ
た
の
は
、
そ
の
世
紀
も
末
の
頃
で
あ

り
ま
し
た
。
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
が
生
れ
て
か
ら
は
・
そ
れ
迄
可
成
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
電
填
補
が
国
籍
ま
し

い
進
歩
を
遂
げ
た
の
で
す
。
そ
の
進
歩
謹
選
の
跡
を
た
ど
っ
て
見
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無
駄
で
も
有
り
ま
す
ま
い
q

●

ト
ー
ル
ポ
ッ
ト
の
カ
ロ
タ
イ
プ
で
は
紙
自
身
が
感
光
膜
と
な
}
つ
て
居
た
の
で
潜
が
し
こ
れ
で
は
焼
き
つ
げ
ろ
と

陽
静
に
紙
の
繊
維
が
裳
は
・
れ
て
・
写
し
て
も
不
鮮
明
に
な
ー
な
の
を
冤
れ
ま
せ
ん
写
し
嘉
の
代
。
に
ガ
ラ
ス
が

使
は
れ
る
擬
に
な
つ
、
た
の
せ
す
が
・
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
感
光
膜
を
作
る
車
は
、
{
感
光
剤
の
外
に
、
糊
著
剤
が
必
要



で
す
か
最
初
に
は
卵
の
甘
味
・
次
に
は
コ
ロ
デ
オ
ン
が
糊
著
副
に
便

は
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
的
に
ゼ
ラ
チ
ン
を
使
っ
た
ら
良
か
ら
う
と

考
へ
た
の
は
ボ
ア
テ
サ
ン
で
あ
り
ま
し
た
(
一
九
五
〇
年
)
。
叉
せ
こ
フ

チ
ン
を
使
っ
て
乳
剤
を
作
り
、
そ
の
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
を
ガ
ラ
ス
板
に

塗
っ
て
便
は
う
と
考
へ
た
の
は
ガ
タ
ダ
ン
で
し
た
が
(
一
八
垂
二
年
)
、

ど
ち
ら
も
質
現
さ
れ
ず
仕
舞
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
考
が
提
出
さ
れ

て
か
ら
凡
二
十
年
の
間
は
失
敗
が
繰
返
ざ
だ
ま
し
だ
が
、
そ
の
失
敗

の
間
に
、
ゼ
ラ
チ
ン
範
翔
を
作
る
に
は
そ
れ
迄
感
光
剤
と
し
て
使
ば

れ
て
居
た
沃
化
銀
よ
り
も
臭
化
銀
の
方
が
優
れ
て
居
ろ
尊
や
、
臭
化

銀
の
醇
像
は
ラ
ッ
セ
ル
の
ァ
ル
カ
・
り
怪
硯
像
液
で
う
ま
く
現
像
さ
れ

る
轟
等
大
切
な
、
基
礎
的
な
輩
賢
が
知
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。

先
人
の
残
し
た
禽
い
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
】
八
七
一
年
イ
ギ
リ

ス
の
攫
着
マ
ド
ッ
ク
ス
は
最
初
の
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
を
作
り
出
す
苺
に

’s十、D寓YPLATES 
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霜
・
羅
昆
団
琵
萱
○
○
嘗

増
大
さ
れ
よ
し
青
侍
に
冬
季
の
光
線
不
発

扮
な
際
、
叉
高
速
度
を
必
要
ご
す
る
飛
行

機
新
聞
甜
希
用
及
び
揚
場
て
瞬
間
蝦
影
の

際
其
寅
億
を
獲
揮
す
る
韓
が
国
衆
ま
す
。

成
功
し
l
ま
し
た
。
こ
の
成
功
の
二
年
綾
子
バ
ー
ゲ
六
は
聞
球
だ
乳
剤

を
瓶
に
詰
め
エ
霞
り
出
し
な
し
が
、
こ
れ
で
は
保
存
坤
腐
敗
の
心
配

が
あ
あ
・
の
で
、
ケ
ン
ネ
ッ
ト
は
乳
剤
を
乾
燥
し
て
腐
敗
を
防
ぐ
と
云

ふ
特
許
埴
得
て
居
り
ま
す
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
愚
に
も
つ
か
な
い
様

な
こ
の
特
許
も
、
其
の
営
時
は
自
分
の
暗
室
を
脊
負
っ
て
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
潟
コ
ロ
デ
オ
ン
法
の
繁
雑
拳
に
慣
ら
さ
れ
l
て
居
た
時

代
で
し
た
か
ら
、
可
成
重
賞
が
ら
れ
た
轟
で
せ
う
。

翠
ル
、
ト
ン
は
乳
剤
を
作
る
と
き
最
初
か
ら
全
量
の
ゼ
ラ
写
ン
を
鐘

は
率
先
づ
少
量
の
ゼ
ラ
雪
∵
蜜
乳
剤
溶
作
り
、
.
後
多
量
の
残
り
を

加
へ
て
乳
剤
を
作
り
上
砂
売
方
が
好
勝
栗
を
示
す
と
云
ふ
尊
重
知
り

ま
品
だ
(
一
八
七
三
年
)
。
-
二
.
、
二

で

●
予
言
・

さ
て
斯
様
に
し
て
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
は
生
れ
ま
し
た
が
∵
そ
の
乳
剤

で
そ
し
や
へ
た
乾
板
は
す
亡
ぶ
鳴
感
光
度
が
低
く
、
常
時
の
撼
。
。

藍
色
牲
自
世
で

藍
色
惟
莞
全
で
、
黄
色
も
営
夕
中
枢
用
か

畿
姉
欝
溌
鰐
識

才
の
慶
び
銀
ゼ
普
通
乾
板
さ
同
様
な
状
感

に
仕
上
げ
る
串
が
曲
放
ま
す



1
9
…

「

ヂ
オ
ン
板
と
大
差
は
な
か
つ
た
の
・
で
す
。
太
陽
が
が
ん
/
\
擦
り
つ

け
て
居
ろ
様
な
慶
で
も
、
動
い
て
居
る
も
の
と
凍
る
と
鯛
牛
の
様
に

・
の
ろ
く
と
も
、
篤
ず
轟
は
出
恭
な
か
っ
た
の
で
す
。
従
づ
で
黄
昏
時

の
、
多
く
の
研
究
蕃
達
が
感
光
度
を
上
げ
ろ
苺
に
の
み
再
心
に
な
っ

て
居
菅
の
も
営
然
す
ぎ
る
位
営
然
な
苺
で
せ
う
が
、
こ
の
努
力
に
よ

っ
て
感
光
度
は
大
き
な
三
つ
の
階
段
を
脛
で
ぐ
ん
ぐ
と
上
っ
て
行

き
ま
し
た
。

兜
づ
、
キ
ン
グ
及
ジ
ョ
ー
ン
ス
ト
ン
は
地
衣
上
っ
た
乳
剤
を
水
洗

し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
可
溶
性
堕
類
を
洗
ひ
去
れ
ば
感
光
度
が
高

く
な
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
水
洗
法
が
提
出
さ
れ
た
の
は
ー
八

七
三
年
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
一
八
七
八
角
べ
∵
ネ
ッ
ト
は
観
潮
の
熟
成
、
即
ち
乳
剤
を

温
め
て
柏
常
の
時
間
放
置
し
て
お
け
ば
著
し
く
感
光
度
が
高
く
な
る
‥

昏

朴

歯
札
ご
赤
札
の
中
間
法
度
の
乾
板
に
し
て

赤
札
ご
共
に
野
外
用
、
人
物
撮
影
、
及
一
般

用
さ
し
て
多
く
の
特
長
希
有
し
て
居
り
粒

子
頗
る
細
密
に
し
て
稜
翳
を
生
じ
ま
せ
ん

壷
を
細
魚
・
さ
ら
に
第
三
の
階
段
と
し
て
モ
ン
ク
ホ
ー
プ
エ
ン
は
、

一
八
七
九
年
、
ア
ン
三
ア
埴
周
ひ
て
乳
剤
索
作
る
廟
璃
ア
ム
モ
ニ

ア
法
竜
始
め
、
さ
ら
に
著
し
く
感
光
度
を
高
め
ろ
事
が
出
番
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
後
年
・
エ
ー
デ
ル
に
依
っ
て
だ
夢
に
充
分
に
襲
謀
進

め
方
れ
ま
し
た
。

耳
∴
.
∴
一
.
{
‥

こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
が
結
合
的
に
利
用
さ
れ
、
ア
ブ
一
丁
が
沃
化

銀
の
影
響
を
研
究
す
る
等
種
々
と
研
究
が
つ
ま
れ
、
感
光
度
は
ト
ー

ル
ボ
ツ
享
時
代
の
も
の
ゝ
数
千
倍
は
愚
、
数
薄
倍
の
も
の
に
成
り
ま

し
た
が
、
其
後
も
猶
感
光
度
を
高
め
撥
と
す
る
種
々
の
方
法
が
試
み

ら
れ
て
居
り
ま
す
。
そ
の
蔀
の
二
つ
と
し
て
、
詰
ト
ス
ト
マ
ン
研
究

所
の
シ
ェ
パ
ー
ド
博
士
は
乳
剤
押
ゼ
ラ
チ
ン
の
浸
出
物
に
頴
著
な
蜂

感
作
用
の
あ
る
事
か
ら
∵
そ
の
稜
出
物
耳
の
二
個
の
統
黄
を
も
つ
甫
.

磯
化
合
物
ア
リ
ー
ル
サ
、
叫
オ
ユ
レ
ア
壱
と
ら
や
高
ま
の
増
撼
碓
用
を

.
赤

札
・
、

之
に
従
恭
最
も
普
通
に
使
用
せ
ら
れ
て
居

る
も
の
に
し
て
、
調
子
宜
し
く
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
富
み
然
も
ラ
チ
エ
ー
ド
廣
く
管

楽
家
の
み
に
限
ら
ず
一
般
霧
最
家
に
最
好
・

適
の
乾
板
ご
存
じ
ま
す
章
1
●
事



「

利
属
し
て
感
光
度
が
壇
&
D
数
千
度
と
云
ふ
恐
ろ
し
く
逆
心
乾
板
を
作
る
の
に
成
功
し
た
と
去
っ
て
居
ま
す
(
-

九
二
五
年
)
。
こ
の
方
港
が
費
用
的
な
も
の
で
し
た
ら
、
輯
&
D
千
度
と
か
二
千
度
と
か
云
ふ
乾
板
が
商
品
と
し

て
市
場
に
表
は
れ
る
の
も
近
い
購
求
の
事
で
せ
う
。

:

前
に
も
申
し
ま
し
た
様
に
、
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
が
出
来
た
常
時
は
乾
燥
乳
剤
を
賓
っ
て
居
た
の
で
す
か
ら
、
便
ふ

方
で
は
輿
を
買
っ
て
衆
て
先
づ
と
か
し
、
ガ
ラ
ス
板
を
水
平
に
し
て
そ
の
上
に
平
均
に
塗
り
、
こ
れ
を
乾
燥
し
て

や
う
や
く
健
へ
ろ
様
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
こ
と
に
不
便
な
暫
す
。
然
し
、
二
八
七
七
年
ス
ワ
ン
三
本
ふ
人
が

今
日
私
達
が
使
っ
て
居
る
様
な
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
の
乾
板
を
霞
り
出
す
様
に
な
り
本
営
に
便
利
に
な
っ
て
恭
ま
し
た

一
八
八
〇
年
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
は
工
業
的
に
乾
板
を
製
造
し
て
市
場
に
出
す
様
に
な
り
、
続
い
て
一
八
八
二
年

に
は
、
テ
ー
ル
フ
ァ
ー
は
最
初
の
藍
色
乾
板
を
製
出
し
、
一
八
九
五
年
に
は
エ
ツ
キ
ス
線
乾
板
、
一
九
〇
七
年
に

は
オ
ー
ト
ク
ロ
ー
ム
が
作
ら
れ
る
籍
攻
か
ら
攻
へ
と
新
し
い
製
品
、
新
し
い
研
究
が
表
ば
れ
て
恭
ま
し
た
。

斯
様
に
し
て
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
が
極
度
に
ま
で
利
用
さ
れ
ゐ
様
に
な
り
、
篤
量
術
自
身
の
護
蓮
は
、
延
い
.
て
は
第

品
術
が
軍
事
、
塑
術
、
工
業
其
他
百
般
の
方
面
に
挟
く
べ
か
ら
ざ
る
重
用
な
も
の
と
し
て
、
大
き
な
力
を
輿
へ
て

居
る
の
セ
あ
り
ま
す
。

.

・

農

.
,
ヤ
l
長
け
豊
r
ト
博
は
博
銘
肝
と
i
,
書
専
l
購
」
J
′
引
当
巨

い
当
て
嶋
言
い
古
は
"
ひ
釆
青
や
時
機
董
母
性
笛
軸
物

事
十
で
白
か
古
書
的
上
仕
り
ふ
当
に
も
瞥
亜
麻
橡
鞠
半
畳
博

欝
眞
乾
板
中
に
於
げ
ろ
臭
化
銀
粒
子

電
典
乾
板
は
臭
化
銀
が
光
に
あ
た
る
と
金
属
銀
に
還
元
さ
れ
る
傾

向
が
強
く
な
る
性
質
を
應
用
し
た
も
の
で
、
臭
化
銀
は
臭
化
銀
ゼ
ラ

チ
ン
乳
剤
の
形
で
使
用
さ
れ
て
屈
ま
ず
。

臭
化
銀
ゼ
ラ
チ
ン
乳
剤
を
作
る
に
は
稀
過
剰
の
臭
素
藍
を
含
む
ゼ

ラ
チ
ン
溶
液
に
適
量
の
硲
酸
銀
溶
液
を
加
へ
ね
は
よ
い
。
こ
の
混
合

の
際
の
ゼ
ラ
チ
ン
の
大
切
な
役
目
は
臭
素
盤
と
硲
酸
銀
と
か
ら
田
楽

る
臭
化
銀
粒
子
が
過
大
に
な
る
の
を
防
ぐ
轟
で
あ
る
。
出
来
た
乳
剤

は
極
め
て
感
光
度
の
低
い
も
の
で
勿
論
乾
板
に
は
億
へ
な
い
が
熟
成

に
依
っ
て
感
光
度
が
上
り
、
そ
れ
と
同
時
に
臭
化
銀
粒
子
も
少
し
づ

1
大
き
く
な
っ
て
求
ま
ず
。
感
光
度
を
上
げ
ろ
と
共
に
臭
化
銀
粒
子

の
大
き
さ
が
段
々
と
大
き
く
な
る
の
は
発
か
れ
ぬ
草
加
も
知
れ
ま
せ

ORTHOCH駒MA†l C

§甲間組醐P踊配帥宣§,

TOYO DRY PLAIE CO, LTD.

626 ZOSHIOAYA. TAIくADAMAOHI TOKYOFU. JAPAN

撃
色
性
赤
札

怒
色
性
自
札
.
ご
同
様
な
性
質
を
有
す
れ
さ

も
、
第
度
を
異
に
し
、
一
般
彩
物
そ
の
他

結
語
の
稜
第
等
に
も
適
し
ま
す



ん
が
、
臭
化
銀
粒
子
が
大
き
く
な
る
の
が
感
光
度
を
璃
す
簾
必
要
で

狭
く
轟
の
出
来
な
い
條
件
で
は
な
さ
相
で
す
。

・

熟
成
の
後
水
洗
輿
他
の
操
作
を
行
っ
た
乳
剤
を
格
子
板
に
塗
布
も
、

乾
燥
す
れ
ば
乾
板
が
出
舞
上
る
。
乾
板
は
臭
化
銀
の
外
に
少
量
の
沃

化
銀
を
も
含
ん
で
居
る
の
で
沃
臭
化
銀
を
使
ふ
と
云
っ
た
方
が
正
し

い
の
で
す
が
、
便
宜
上
単
に
臭
化
銀
と
呼
ぶ
求
に
し
ま
す
。
・

出
舞
上
っ
た
乾
板
の
感
光
勝
を
肉
眼
で
見
る
ど
極
め
て
均
一
に
感

じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
倍
率
の
大
き
い
顕
微
鏡
で
見
る
と
ま
る
で
河

擬
に
石
塊
で
も
韓
が
つ
て
居
る
様
で
、
犬
め
り
、
小
あ
り
、
透
明
な

も
.
の
あ
り
、
不
透
明
な
も
の
あ
り
、
三
角
形
あ
ゆ
、
六
角
形
あ
り
、

固
形
あ
り
と
云
ふ
撥
に
臭
化
銀
粒
子
が
無
数
に
散
ら
ば
っ
て
居
る
‥

(
第
一
.
固
)
。
も
少
し
念
入
り
に
臭
化
粒
子
の
形
を
見
る
七
、
或
も
の
は

き
ち
ん
と
し
た
三
角
形
、
六
角
形
を
し
て
居
て
・
宙
ち
に
結
晶
だ
と

プ

ロ

セ

ス,

計
肘
物
崇
盤
琵
製
版
用
そ
し
て
現

鴇
緯
難
語
端
整
離
籍

の
比
ね
見
ず
、
特
に
製
版
用
さ
し
て
理
想

的
で
す

.
-
1
「
-
.
-
p
臣
事
β
蓄

し倍〇〇〇二)剤軋銀化英 圃一帥う
な
づ
か
れ
ま
せ
う
。
叉
或
物
は
角
が
丸
く
取
れ

て
居
た
り
、
不
規
則
な
形
を
し
て
居
た
り
、
殆
ん

●

}

ど
畏
樹
に
見
え
た
り
、
時
に
は
針
の
様
に
長
い
の

が
あ
っ
た
均
等
し
て
、
【
見
結
晶
だ
と
は
思
ば
れ

ま
せ
ん
。
然
し
ど
ん
な
に
不
規
則
な
形
に
見
え
ろ

蕊

上
の
で
も
晋
官
忠
告
が
確
守

て
居
ま
す
(
第
二
固
)
。

し- (僧〇〇八都会に他倍〇〇〇二に下着) ’品薄の銭亀英 国二第
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「

顕
微
鏡
で
見
美
化
銀
掌
の
大
雪
に
富
儀
の
懸
輔
護
る

」

が
、
嘆
廃
で
見
ら
れ
る
最
も
小
さ
い
粒
子
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
も

場

の
の
蒋
在
が
恨
外
顕
微
鏡
の
助
に
よ
っ
て
明
瞭
に
な
つ
一
た
。
こ
.
ん
な

小
さ
い
も
の
で
も
、
普
通
の
顕
微
鏡
で
見
得
誇
様
な
大
き
な
粒
子
と

同
様
全
部
結
晶
な
の
で
す
。

.

臭
化
銀
粒
子
の
形
が
多
様
で
あ
る
様
に
、
そ
の
透
明
度
も
一
枚
せ

【
て

-

裏

な
い
。
水
晶
の
撥
に
透
明
な
も
の
が
め
る
が
と
思
ふ
と
や
そ
の
隣
に

は
煤
の
様
に
不
透
明
な
も
の
が
あ
り
十
或
も
の
は
た
そ
が
れ
の
様
に

’

一

荻
色
に
母
み
る
。
色
が
黒
い
と
か
日
医
ど
か
雪
光
は
決
し
て
差
別

を
つ
け
な
い
。
誤
差
で
も
遠
慮
な
ど
し
て
尉
な
辛
党
に
あ
た
つ
・

ぐ

l

喜
も
の
は
一
様
に
金
属
銀
に
還
元
さ
れ
易
ぐ
な
る
。

乳
剤
中
の
臭
化
銀
粒
子
は
普
通
大
き
い
も
の
で
径
三
乃
至
四
ミ
ク

も
ン
(
÷
ミ
ク
ロ
ン
は
二
昂
分
の
「
糎
)
、
小
さ
い
も
の
は
限
外
顔
役

藍
色
陣
プ
ロ
セ
ス

蛇
乾
板
に
藍
色
性
な
る
を
以
て
色
彩
物
嫌

に
絡
聾
の
稜
寡
に
好
適
し
、
そ
の
他
複
菊

月
さ
し
て
一
般
に
必
要
飲
く
べ
か
ら
ざ
る

乾
板
で
す

∵

置
」

′
ふ
「

ヽ
,

圏

_
-
.

1
◆
●

鏡
で
初
め
で
見
え
る
種
小
さ
い
マ
ク
ロ
ン
以
下
の
も
め
ろ
。
例
へ
ば
プ
ロ
セ
ス
雌
減
の
欄
に
脳
光
度
の
棚
く
傭

医
も
の
で
は
一
般
的
に
粒
子
が
小
さ
・
い
の
み
な
ら
ず
、
顕
微
鏡
で
は
見
え
な
い
嫌
な
も
の
も
多
搬
確
和
し
て
居
ま

す
。
こ
れ
に
反
し
て
迅
速
度
乾
板
の
臭
化
銀
粒
子
は
大
部
分
顕
微
鏡
で
認
め
得
ら
れ
ろ
種
皮
の
大
き
さ
で
あ
り
、
し

か
汁
多
数
は
明
瞭
に
結
晶
し
た
粗
粒
子
で
あ
る
。
粒
子
の
大
き
さ
が
一
様
で
な
く
、
種
々
の
大
き
さ
の
も
の
が
避

雷
な
割
合
で
合
克
て
居
る
の
蕉
光
度
が
高
遠
と
の
闇
に
譲
な
関
係
が
あ
る
様
な
云
ば
れ
て
居
ま
す
。

乾
板
の
感
光
膜
で
は
臭
化
銀
粒
子
が
ゼ
ラ
チ
ン
に
包
嘉
子
重
二
十
重
に
重
な
ノ
つ
て
居
る
『
感
光
膜
中
の
臭

化
銀
粒
子
の
薮
は
乳
剤
の
種
類
・
膜
の
厚
さ
筆
に
よ
っ
て
も
興
る
が
普
通
一
平
方
糎
毎
に
十
五
億
乃
至
四
十
億
と

-

云
ば
れ
て
居
る
。
云
方
糎
毎
に
二
十
億
の
臭
化
銀
粒
子
が
あ
る
と
し
て
一
・
秒
に
五
つ
宛
不
柴
休
に
数
へ
十

が
ビ
ネ
乾
板
一
枚
の
車
に
含
ま
れ
美
化
銀
学
舎
薮
へ
経
る
に
は
ざ
っ
と
二
千
吾
車
種
か
工
。
ま
す
。
そ

の
改
質
に
三
九
六
d
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
で
す
。

“
r
・

了

斯
様
に
非
常
に
多
数
の
臭
化
銀
粒
子
が
互
に
接
近
し
て
居
る
が
光
に
謝
す
る
作
用
塞
ぐ
個
義
立
で
あ
っ
て

ー

二
つ
の
粒
子
が
完
害
密
着
七
居
る
と
時
に
は
左
様
護
も
を
が
、
普
通
隣
接
し
轟
子
に
喜
現
像
作
用

が
及
ぶ
様
な
掌
は
無
霊
一
定
量
の
光
を
う
は
た
乾
板
を
現
像
し
て
見
る
と
或
粒
子
は
金
属
銀
に
還
元
さ
れ
で
居



2吾
○○l●●

僚
U
‥

2
…

案
、
他
の
も
の
は
臭
化
銀
の
ま
」
に
撃
て
居
、
る
。
一
個
の
掌

で
考
へ
る
晶
へ
光
が
あ
た
つ
て
も
共
が
裁
量
以
上
に
達
し
罵
れ
㍉

ぼ
金
属
銀
に
莞
さ
れ
ぬ
事
が
解
る
。
銀
掌
が
金
属
銀
に
選
一
ぎ

れ
る
様
に
な
る
に
必
要
な
最
小
光
量
が
其
壁
子
の
感
光
度
に
柚
営
す

る
も
の
で
す
。
・
感
光
度
は
勿
論
個
々
の
粒
子
で
異
つ
て
居
ろ
○
空

箱
で
は
掌
の
大
き
い
程
感
光
度
嵩
い
。
然
し
異
種
の
乳
剤
を

比
較
し
て
見
る
と
・
こ
の
関
係
が
逆
に
な
っ
て
居
る
場
合
も
あ
る
の
で

ー
概
に
掌
の
大
き
に
依
っ
て
感
光
度
羞
め
る
わ
け
に
も
ゆ
か

な
い
。
同
-
乳
期
中
の
同
大
の
発
銀
粒
子
で
ぬ
感
光
度
の
興
っ
た

も
の
さ
へ
も
め
ろ
。

●

ト

へ
∴
・
t

露
出
し
轟
板
轟
像
液
に
浸
す
と
蕾
・
で
あ
っ
美
化
繁
華

元
さ
れ
で
黒
色
の
金
属
銀
に
馨
る
。
・
大
き
な
も
の
な
ら
‡
知
ら
ず

針
の
誓
袋
‡
よ
。
も
小
さ
量
子
で
あ
る
か
壷
な
く
と
も
現
高

ラ
ゾ
ふ
÷
ン
∴
∴
∴
嶋
.
・

蛇
乾
板
は
幻
燈
用
さ
し
て
寮
す
周
ひ
ら
\

も
の
に
し
て
透
明
聾
及
び
近
時
双
眼
第
鼻

の
討
ジ
チ
妻
用
さ
し
て
靡
く
「
駿
に
用
ひ

ら
れ
、
鮮
明
な
る
陽
選
を
得
る
の
で
好
評

を
博
し
て
居
り
ま
す

像
液
の
同
時
に
作
用
し
始
め
た
二
両
は
表
面
か
ら
一
様
に
還
元
さ
れ
桐
に
凪
は
れ
る
。
邸
腕
の
繍
燕
は
を
の
轍
組

が
的
申
し
皆
か
つ
た
轟
を
示
す
。
ほ
ん
の
「
寸
現
像
し
た
ぽ
か
り
の
典
化
銀
粒
子
を
非
常
に
倍
率
の
大
計
い
顕
微

鏡
で
見
る
と
、
丁
度
的
に
あ
た
っ
た
矢
の
痕
の
様
に
、
島
々
.
と
黒
く
還
元
さ
れ
た
銀
な
み
と
め
る
}
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
蒔
賢
は
何
か
現
像
作
風
の
中
心
と
な
る
べ
き
息
の
存
在
を
示
し
、
も
居
る
o
そ
の
点
を
現
像
核
と
名
付
け
ま
す
。

現
像
核
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
一
読
で
は
攻
の
様
に
醇
へ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
∴

乳
剤
製
造
に
優
っ
た
ぎ
フ
テ
ン
中
に
極
少
畳
含
ま
れ
た
硫
黄
化
合
物
と
臭
化
錬
士
か
ら
硫
化
銀
が
出
来
、
字
ね

が
臭
化
銀
粒
子
の
表
面
に
点
在
し
て
居
て
感
光
の
垂
心
息
ど
な
る
q
後
感
光
の
中
心
点
た
る
硫
化
銀
は
、
光
の
砲
撃

に
禽
ふ
と
触
媒
作
用
に
依
っ
て
そ
の
周
囲
の
臭
化
銀
を
分
解
し
.
・
担
架
だ
銀
や
自
分
の
身
体
を
く
え
で
聾
も

現
像
核
と
変
る
。
即
漕
像
が
出
来
た
の
で
す
。
.
現
像
敬
に
依
る
還
元
は
こ
の
現
像
核
が
中
心
と
な
っ
て
葉
隼
轟

く
と
云
ふ
の
で
す
。
叉
感
光
の
中
心
点
は
臭
化
銀
粒
子
の
表
面
に
偶
然
的
に
難
在
し
て
居
る
が
、
粒
子
が
大
き
い

種
こ
の
灘
を
持
っ
て
居
ろ
可
能
性
が
大
き
い
。
従
っ
て
粒
子
の
大
き
い
種
感
光
度
が
高
く
、
同
大
の
粒
子
で
あ
つ

て
も
感
光
の
中
心
難
の
数
が
興
れ
ば
感
光
度
に
も
相
蓮
が
出
爽
る
と
謁
明
埋
来
ま
す
。
、
ら

以
上
で
篤
違
乾
板
中
に
於
げ
ろ
臭
化
銀
粒
子
に
掛
す
る
概
念
が
得
ら
れ
た
事
と
思
ひ
ま
す
℃
臭
化
銀
粒
子
の
周



関
田

園
に
は
不
可
解
な
ゼ
ラ
チ
ン
が
有
り
ま
す
。
ゼ
ラ
チ
ン
は
登
く
魔
物
で
す
。
こ
の
ゼ
ラ
チ
ン
・
の
性
質
が
も
少
し
明

瞭
に
な
っ
て
衆
ね
は
、
乾
板
中
の
臭
化
銀
粒
子
の
軍
籍
も
は
る
か
に
よ
く
解
っ
て
来
る
の
で
せ
う
。

商
工
省
研
究
奨
励
賞
の
数
果

.

菟
唯
一
の
幕
藩
板
馨
禽
融
と
し
て
大
い
に
誇
る
ぺ
善
が
東
護
板
株
式
禽
諜
・
斯
界
の
迷
霧
を
破

っ
て
世
俗
の
恩
讐
排
除
し
敢
然
と
し
て
、
旗
践
鮮
明
乾
板
製
造
を
標
的
と
し
て
創
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
苺
業
は

由
萱
難
と
さ
れ
る
丈
に
一
進
一
退
乍
ら
繁
と
し
て
倦
ま
ず
璃
難
を
排
し
て
日
進
月
歩
の
成
撥
を
耀
擬
し
て
来

た
の
で
あ
る
。
彼
の
関
東
大
震
災
の
時
の
如
き
、
均
し
く
夫
難
関
に
接
し
た
の
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
・
不
眠
不

休
不
撲
不
倒
の
字
義
通
り
に
奮
闘
蓋
ね
て
・
轟
業
を
縄
擬
し
て
来
た
中
に
は
賓
に
涙
に
値
す
る
種
々
の
忍
辱
と

努
力
と
を
物
語
る
多
く
の
も
の
が
含
ま
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
莫
遽
嚢
に
罵
鼻
界
の
異
状
な
る
援
展
は
ァ
マ
チ
ユ

ァ
ト
の
激
増
を
招
恭
し
、
カ
メ
ラ
が
毒
提
帯
用
品
中
の
必
須
な
る
地
位
を
占
む
る
に
至
っ
た
轟
は
・
各
人
の
等
し

く
認
む
る
璧
あ
っ
た
q
併
し
て
其
の
結
果
と
し
て
現
は
れ
た
る
も
の
は
、
電
窟
晶
の
輸
入
著
し
ぐ
増
加
し
、

清
々
と
し
て
停
止
す
る
慶
無
事
が
如
き
親
嘗
重
し
た
。
吾
が
園
累
年
の
輸
入
超
過
は
数
字
の
示
す
如
く
1
日
に
月

̃
笈
博
一
玲
「
t
・
・
し
こ
り
身
重
で
毒
す
与

-

タ

上
γ

小
包
富

に
、
吾
々
の
生
活
を
袖
々
と
脅
か
さ
ず
に
は
指
か
な
く
な
っ
た
。
然
る
に
鰯
淀
川
冊
の
縮
ん
甘
塩
輔
と
剛
つ
叩
す
り

羞
受
入
錘
、
い
種
の
も
の
が
悉
く
輸
入
を
倹
た
ぎ
れ
ば
自
給
か
咄
嫌
な
い
と
い
ぶ
部
は
之
れ
一
太
郎
件
に
細
題
な
い

輸
入
防
過
∵
国
産
奨
励
の
輩
は
、
期
せ
ず
し
て
各
個
の
念
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
雷
が
箇
局
も
今
兜
の
如

く
驚
き
、
鳥
眞
用
品
を
以
て
悉
く
蟹
藩
品
と
目
し
て
之
れ
に
十
割
税
を
賦
課
し
て
輸
入
逓
減
を
企
て
た
も
.
の
し
鴇

量
は
既
に
餐
韓
よ
り
進
ん
で
費
用
的
で
あ
り
、
科
撃
に
日
常
生
活
に
、
必
要
有
益
な
る
材
料
た
る
を
証
擁
立
て
ら

ろ
し
の
蕾
質
の
前
に
は
如
何
と
も
す
る
ま
は
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鞍
に
於
て
営
局
も
一
部
の
改
正
を
加

へ
て
多
少
の
手
心
を
示
し
だ
が
、
其
の
需
要
の
大
部
分
た
る
感
光
板
並
に
印
轟
紙
に
至
っ
て
は
全
然
輸
入
の
激
浪

に
襲
ば
れ
て
防
過
の
親
愛
ら
に
無
く
、
人
口
問
題
と
共
に
年
々
増
加
の
率
を
昂
進
せ
し
む
ろ
の
み
で
あ
っ
た
。

鞍
に
於
で
必
然
蹄
著
す
ろ
所
の
も
の
は
園
崖
の
奨
励
で
あ
.
あ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。
果
然
吾
が
紐
は
東
辞
唯
一

の
乾
板
工
場
と
し
て
認
め
ら
る
」
に
至
り
、
商
工
省
研
究
漠
脚
費
下
附
の
恩
典
に
浴
し
て
、
断
に
一
大
撥
測
た
る

蒲
気
を
加
へ
、
指
定
の
研
究
苺
項
を
僅
々
一
ヶ
年
の
短
期
間
に
完
成
し
て
輸
入
品
以
上
の
優
良
乾
板
の
産
出
素
質

現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

.

何
た
.
る
驚
異
、
何
た
る
努
力
の
結
晶
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
濁
蓬
の
科
埋
め
進
歩
は
一
つ
に
国
民
努
力
の
結





研
究

に
就
さ
て

研
究
と
云
ふ
て
も
確
醤
な
基
礎
の
下
に
組
織
的
に
行
く
の
も
あ
り
、
文
献
先
誇
等
も
廉
く
調
べ
ず
に
手
探
り
的

直
行
な
の
も
あ
る
ー
が
、
工
業
研
究
た
る
以
上
は
ど
う
し
て
も
工
場
と
聾
験
室
と
素
密
接
な
関
係
に
撞
い
て
進
ま
ね

は
な
ら
ぬ
。
次
に
外
囲
菓
合
祀
の
窮
寅
研
究
組
織
を
諦
載
す
る
。

一
機

化
聾
部
-

「
略
昭
雄
-
現
像
薬

-
物
理
化
聾
-

上
峰
化
塑
-
-
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
1

-
現
像
ノ
理
論
-

}
∴
-
●

乾
“

フ

ィ

ル

ー
印

講

距
離
]
l

-
篤
眞
術
-

罵
違
製
版

若
色
篤
眞

膣
周
及

聾
術
篤
幽
担

薬 酒常

食 翳

-
r
-
〇
・
.
-

-
-
手
l
-
-
-
-
1
-
I
〇
〇
一
・
∴
̃
I
-
・
i
 
r
」
で
l
、
◆
t
「

%
溶
液
ヲ

作

ル
ー
)

ハ

手
当
」
雪
月
“
∴
1
t
̃
′
し

附

錬

葛
眞
家
-
-
必
要
ナ
ル
温
度

換

算

表

グ
レ
ー
ン
を
オ
ン
ス
に

オ
ン

ス
を
グ

レ
ー
ン
に

関

係

露

出

表

(
こ

関

係

露

出

表

(
二
)

遮二軍整堕盤壁堕塾鞄品、



〔%溶液ヲ作ル言外〕

′ 

溶液4オンス 溶液4オンス 
欝謀議 中二於ル薬物 中二於′レ薬物 

ノグラム量 ノオンス量 ノグレイ当量 

1 
● 1ユ2 

0.04 

17・自 

2 2.2色 0.08 

34・4! 

3 3.36 0.12 

5工申 

4 4.48 0.16 

68・8」 

5 5.60 0.20 

86申 

10 11.20 0.40 

172・0! 

15 16.80 0.60 

258申 

20 22.40 0.80 

3印上 
25 28.00 1.00 

430叫 

30 33.60 ● 1.20 5工6.0 

i 

35 39.20 1.40 602.0 

) 

40 44.80 
1.60 688.0 

使用表

劣溶液トハ溶液100グラム中二5グラムノ

ラ含ムモノチ5積容液卜云イマス

敬二4オンス液量中二上表ノ親類チ溶解ス′

ニハ親類卜等量ノ水チ4ナシスカラ引去ラ
フヾナリマセシ

上表ハナシスコアプトグラム秤l、チ御韓ノ

ニ便利ノ様二作りマシタ

以上ノ数字ハ 1オンス=28グラム

1グラム=15.4ブレイン

l、シテ換算致シマシタ○

華 氏 騒 氏 

211o 100o 水ノ沸点 

194o 90
o 

180o 
ヽ〇〇〇〇〇〇〇〇〇- 82.2o ビナタイプノ湯浅法 

ニ適用 露出不足叉ハ噴き 

170o 
.""“〇〇°““““““““““〇°““““ヽ 76.70 〃 

温度 150o 
ヽ〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇-、 65.6o 一輝二月ヒラレI 

122o 50
o 〃 

ニ適用 露出過度叉ハ冷三 

"““〇〇〇〇-ヽ 120o 48.9o カーボンプリントノ現像 

100o 37.8o オ少タイププリントノ現像 

95o 35
o 

露醐嘉適用 ビナタイプノ冷浸法 

80o 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇ヽ 26.7o 

ア,レディギニプリントノ現像 

ピナタイプノ冷浸法ノ正規温度 

70o 68o 
ヽ〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇ヽ 21.1o 20o 刷グロ;器弱,現像 

65o ヨり 60o 18.3o ヨり 15.5o 

醜像蒜「、,警業l: 
ビナタイプ冷没落露出過度叉ハ串冷調ニ 
適用・がム・ダイグメート.プⅤレl、ノ現像 

! 

55o 50o 

12.8o 

〈 

! ) 

10
° 

’i 

32o O
o 

) 氷点

i 

換 算 表

クレーンをグラムに
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